
広 報

伊万里っ子キッズスポーツフェスティバル
（平成 22 年 10 月 10 日：国見台陸上競技場）

予算特集号平成23 年度

安らぎのまち
ひとが輝く

活力あふれ
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※平成 22 年度は６月補正後

193.7

（単位 : 億円）

一般会計予算額の年度別推移

教育費
15 億 9765 万円

土木費
14 億 5865 万円

公債費
23 億 7048 万円

衛生費
18 億 8350 万円

商工費
4 億 4125 万円

農林水産業費
8 億 1248 万円

その他
7 億 7157 万円

歳出総額
　  209 億

9700 万円

歳　出

消防費
7 億 6609 万円

●民生費				社会福祉や児童福祉、生活保護など市民

の安定した生活を保障する経費です

●総務費				企画、男女協働、国際交流など、主に総

務部門に要する経費です

●公債費				借入金の返済に要する経費です

●衛生費				保健衛生、ごみの収集・処理などに要す

る経費です

●教育費				小・中学校の学校教育をはじめ、社会教

育や保健体育など教育全般の経費です

●土木費				道路、河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です

●農林水産業費	農林水産業の振興に要する経費です

●消防費				火災など災害に対応するための経費です

●商工費				商工業や観光の振興に要する経費です

●議会費				議会運営に要する経費です

●その他				労働費、諸支出金、災害復旧費などです

　
長
引
く
地
域
経
済
の
停
滞
に
伴
い
、
市
税
な
ど

の
増
加
が
期
待
で
き
な
い
中
で
、
扶
助
費
を
は
じ

め
と
す
る
義
務
的
経
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
な

ど
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
今
年
度
は
、
行
財
政
改
革
の
一
層
の

推
進
に
よ
り
経
費
縮
減
と
歳
入
確
保
を
図
る
一
方
、

歳
出
で
は
、
都
市
計
画
道
路
大
坪
木
須
線
の
整
備

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
統
合
病
院
建
設
や
休

日
・
夜
間
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
新
築
移
転
、
二

里
小
学
校
の
校
舎
改
築
に
向
け
た
基
本
設
計
の
経

費
に
重
点
的
な
投
資
を
行
う
な
ど
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
に
配
分
し
、
緊
急
性
・
必
要
性
を
考

慮
し
た
予
算
の
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の
伊
万
里
市
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
総
額
で
２
０
９
億
９
７
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
22
年
度
と
比

較
す
る
と
０
・
３
％
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

209 億 9700 万円
平成 23 年度
当初予算総額

一
般
会
計

議会費
3 億 2947 万円

民生費
81 億 1899 万円

総務費
24 億 4687 万円

198.7

繰入金
1 億 8884 万円

分担金及び
負担金
4 億 3278 万円

使用料及び
手数料
3 億 2636 万円

諸収入ほか
8 億 2443 万円

歳　入

●市　税					

●分担金・負担金	

●使用料・手数料	

●繰入金					

●諸収入					

●地方交付税			

●国庫支出金			

●県支出金				

●市　債					

●地方譲与税			

個人と法人の市民税、固定資産税、

たばこ税などです

災害復旧事業の負担金、保育園の入所

負担金などです

施設の使用料、戸籍や住民票の謄・抄

本の手数料などです

基金や特別会計からの繰入金です

雑入などです

国が徴収した税金から、地方公共団体

が等しく事務を進められるよう一定の

基準で交付されるものです

国からの負担金や補助金です

県からの負担金や補助金です

市が行う事業の財源として、国や金融

機関などから借り入れる借入金です

国税から譲与されるものです

市税
65 億 7251 万円

地方交付税
50 億 643 万円

地方譲与税ほか
10 億 6623 万円

依存財源
126 億
5208 万円
 （60.3％）

市債
17 億 590 万円

国庫支出金
30 億 6578 万円

県支出金
18 億 774 万円

自主財源
83 億
4492 万円
 （39.7％）
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使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事
業

運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を
行
う

会
計
で
す

■
病
院
事
業
特
別
会
計

市
民
の
健
康
保
持
に
必
要
な

医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
診

療
報
酬
な
ど
を
財
源
に
事
業

運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を
行

う
会
計
で
す

　
市
が
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際

に
、
そ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
、

国
や
県
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
た
市
債
の
現
在
高
は
、
表

３
の
と
お
り
で
す
。

　
市
で
は
、
特
別
会
計
の
中
で
も

経
営
成
績
を
明
確
に
す
る
た
め
、

『
地
方
公
営
企
業
法
』
の
適
用
を
受

け
る
も
の
と
し
て
、
次
の
３
つ
の

企
業
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
会
計
ご
と
の
予
算
額
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

■
市
営
駐
車
場
特
別
会
計

中
心
市
街
地
や
商
店
街
な
ど
へ

の
来
訪
者
の
利
便
を
図
る
目
的

で
設
置
し
て
い
る
市
営
駐
車
場

を
管
理
・
運
営
す
る
た
め
の
会

計
で
す

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
の

適
用
を
受
け
る
75
歳
以
上
の
高

齢
者
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障

害
が
あ
る
人
か
ら
徴
収
し
た
保

険
料
を
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
会
計

で
す

　
市
で
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、

特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
特

定
の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に

充
て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経

理
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て

『
特
別
会
計
』
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
表
１
の
と
お

り
７
つ
の
特
別
会
計
を
設
け
て
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
特
別

会
計
の
予
算
総
額
は
、
１
５
３
億

３
６
１
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
や
国
庫
支
出

金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
医
療

※平成 23 年 3 月補正後の金額です

※主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、

佐賀県、市中金融機関などです

表１ 特別会計予算額

表２ 企業会計予算額

表３ 市債現在高

給
付
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金
を

主
な
財
源
と
し
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

公
共
事
業
に
伴
う
代
替
地
供
給

を
目
的
と
し
た
、
宅
地
開
発
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
、
下
水
道
整
備
や
処
理
場

の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
村
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
、
排
水
事
業

を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

特
別
会
計

企
業
会
計

市
債
現
在
高

特 別 会 計 名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 66 億 8,430 万円

介 護 保 険 51 億 9,554 万円

立 花 台 地 開 発 事 業 1,881 万円

公 共 下 水 道 事 業 20 億 5,803 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1 億 1,719 万円

市 営 駐 車 場 1,330 万円

後 期 高 齢 者 医 療 12 億 4,901 万円

計 153 億 3,618 万円

区 分 水道事業 工 業 用
水道事業 病院事業

収
益
的
収
支

収 

入
13億4,566万円 10億7,487万円 3億3,778万円

支 

出
13億4,566万円 10億7,487万円 3億3,778万円

資
本
的
収
支

収 

入
5億2,669万円 2億1,112万円 4億    255万円

支 

出
19億7,434万円 2億 8,514万円 4億    342万円

会計区分 現在高

 一般会計 212 億 3,250 万円

特
別
会
計

 公共下水道事業 141 億 8,652 万円

 農業集落排水事業 12 億 9,271 万円

計 367 億 1,173 万円

会計区分 現在高

企
業
会
計

水道事業 49 億 5,929 万円

工業用水道事業 155 億 9,680 万円

病院事業 1 億 9,231 万円

計 207 億 4,840 万円

平成23年度 当初予算額
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昨
年
４
月
、
３
期
目
の
市
政
運

営
に
つ
い
て
負
託
を
い
た
だ
い
て

以
来
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
熱
い
想
い
や
市
政

へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
肌
で
感
じ

に
、
新
統
合
病
院
の
着
工
や
伊
万

里
港
の
重
点
港
湾
へ
の
選
定
、
西

九
州
自
動
車
道
の
平
成
26
年
度
伊

万
里
市
域
へ
の
供
用
開
始
、
さ
ら

に
は
、
国
道
４
９
８
号
大
坪
バ
イ

パ
ス
や
井
手
口
川
ダ
ム
の
事
業
進

捗
な
ど
、
市
政
発
展
の
礎
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
事

業
の
一
つ
一
つ
を
日
々
の
努
力
に

よ
り
一
歩
で
も
前
に
進
め
、
豊
か

な
『
実
り
』
へ
と
結
び
付
け
、
幾

多
の
歴
史
の
変
遷
を
経
て
着
実
な

成
長
を
遂
げ
て
き
た
こ
の
伊
万
里

を
、
真
に
自
立
し
た
地
域
社
会
へ

と
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
、

私
の
使
命
で
あ
る
と
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
世

界
的
な
金
融
危
機
に
よ
る
景
気
の

後
退
か
ら
、
国
の
緊
急
経
済
対
策

に
よ
り
一
部
持
ち
直
し
の
動
き
が

    伊万里市長
 塚部 芳和

　
平
成
23
年
第
１
回
定
例
市
議
会
（
３
月
議
会
）
で
、
塚
部
市
長
が
平
成
23
年
度
の
市
政
運

営
に
つ
い
て
の
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

見
ら
れ
る
も
の
の
、
デ
フ
レ
や
急

速
な
円
高
の
進
行
な
ど
に
よ
り
回

復
は
鈍
化
し
依
然
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
不
安
や
所

得
の
減
少
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、

社
会
の
閉
塞
感
や
将
来
へ
の
不
透

明
感
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
は
じ

め
、
雇
用
対
策
や
社
会
保
障
制
度

改
革
、
さ
ら
に
は
、
社
会
的
孤
立

へ
の
対
応
や
政
治
改
革
な
ど
、
元

気
な
日
本
の
復
活
に
向
け
た
新
成

長
戦
略
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
主
権
改
革
と
し
て

義
務
付
け
と
枠
付
け
の
見
直
し
や

一
括
交
付
金
の
創
設
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
地
方
自
治
体
の
自
主
・

自
立
的
な
行
財
政
運
営
が
こ
れ
ま
で

に
も
増
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
民
生
活
に
直

接
か
か
わ
る
地
方
自
治
体
の
政
策

形
成
能
力
が
問
わ
れ
る
時
代
を
迎

え
た
今
、
私
は
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
や
地
域
医
療
の
確
保
、
さ

ら
に
は
財
政
の
健
全
化
な
ど
、
本

市
が
直
面
す
る
政
策
課
題
に
正
面

か
ら
立
ち
向
か
い
、
将
来
の
進
む

べ
き
方
向
を
見
据
え
る
先
見
性
と

何
事
に
も
果
敢
に
挑
戦
す
る
情
熱

を
も
っ
て
、
市
政
の
発
展
に
全
力

を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

 

は
じ
め
に

 

時
代
潮
流
と
社
会
情
勢

 

市
政
運
営
の
基
本
方
針

豊かな『実り』へ前進

平
成
23
年

第
１
回
定
例
会

所
信
表
明

な
が
ら
、
今
日
ま
で
和
の
心
を

も
っ
て
政
策
の
推
進
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た

山
代
町
浦
ノ
崎
地
区
の
埋
立
免
許

失
効
地
や
黒
澤
記
念
館
の
問
題
が

解
決
に
向
け
動
き
出
す
と
と
も

真
に
自
立
し
た
地
域
社
会
を
め
ざ
し

　
情
熱
を
も
っ
て
果
敢
に
挑
戦

 平成 26 年度 谷口 IC まで開通予定
 平成 26 年度 山代 IC 〜今福 IC まで開通予定

 平成 27 年度 供用開始予定

  市民の願いの実現に向け    　施策を着実に進めていきます
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豊かな『実り』へ前進

もうすぐ
　実を結びます！

 新統合病院

 井手口川ダム

 伊万里港水深13㍍岸壁

 西九州自動車道

 広域ごみ処理施設

 平成 23 年 12 月 開院予定

 平成 23 年度 ダム本体・周辺整備完了

 平成 26 年度 谷口 IC まで開通予定
 平成 26 年度 山代 IC 〜今福 IC まで開通予定

 平成 24 年度 完成予定

 平成 27 年度 供用開始予定

  市民の願いの実現に向け    　施策を着実に進めていきます

　
政
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

本
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
『
活

力
あ
ふ
れ
　
ひ
と
が
輝
く
　
安
ら

ぎ
の
ま
ち
　
伊
万
里
』
の
実
現
を

め
ざ
し
、
重
点
的
な
事
業
の
展
開

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
西
部
保
健
医
療
圏
に
お
け
る

中
核
的
役
割
を
担
う
新
統
合
病
院

に
つ
い
て
は
、
本
年
12
月
の
開
院

に
向
け
有
田
町
と
一
体
と
な
っ
て

事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
休
日
・

夜
間
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
現
在

の
隣
接
地
に
新
築
移
転
す
る
と
と

も
に
、
子
宮
頸
が
ん
や
細
菌
性
髄

膜
炎
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
を
助
成
す
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
尊
い
命
と
健
康

を
守
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
県
西
部
地
区
４
市
５
町

に
よ
り
松
浦
町
に
お
い
て
整
備
を

進
め
て
い
る
広
域
ご
み
処
理
施
設

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
環
境
影

響
評
価
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

処
理
シ
ス
テ
ム
を
決
定
し
、
敷
地

や
取
付
道
路
の
用
地
測
量
を
行
う

な
ど
事
業
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
明
日
の
伊
万
里
を
担
う
子
ど
も

※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
主
要
な
施
策
の
概
要
と
予
算
な
ど
に
つ
い
て
、

　
総
合
計
画
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
学
校
の
耐
震
診
断
に
引
き

続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
二
里

小
学
校
の
校
舎
改
築
に
向
け
た
基

本
設
計
を
行
う
ほ
か
、
子
ど
も
の

感
性
を
高
め
創
造
力
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
す
べ
て
の
小
中

学
校
に
お
い
て
家
読
を
は
じ
め
読

書
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

　
ま
た
、
活
気
に
満
ち
た
地
域
を

め
ざ
し
各
町
に
お
い
て
主
体
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
市

民
活
動
団
体
な
ど
が
自
ら
企
画
し

実
行
す
る
事
業
を
支
援
す
る
な

ど
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
４
月
に
設
置
し

た
婚
活
応
援
課
に
お
い
て
、
独
身

の
皆
さ
ん
の
結
婚
を
支
援
す
る
た

め
相
談
や
出
会
い
の
場
の
提
供
な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
近
隣

自
治
体
と
連
携
を
図
り
、
多
く
の

幸
せ
な
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
を
め
ざ

し
ま
す
。

　
山
代
町
浦
ノ
崎
地
区
に
お
い

て
、
航
路
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
土
砂
な
ど
の
埋
立

地
と
し
て
佐
賀
県
で
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
廃
棄
物
処
理
用
地
に

つ
い
て
、
地
域
や
民
間
企
業
な
ど

と
の
連
携
に
よ
り
将
来
を
見
据
え

た
開
発
の
方
向
性
を
見
い
だ
す
と

と
も
に
、
関
係
機
関
へ
の
提
案
活

動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
松
島
搦
地
区
に
お
い
て
、

引
き
続
き
都
市
計
画
道
路
大
坪
木

須
線
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
浸
水

対
策
に
つ
い
て
は
ポ
ン
プ
場
建
設

に
着
手
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
福
岡
都
市
圏
と
の
時

間
距
離
を
大
幅
に
短
縮
す
る
西
九

州
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
度
の
供
用
開
始
が
決
定
し
た

唐
津
伊
万
里
道
路
の
谷
口
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で
の

一
日
も
早
い
開
通
を
め
ざ
し
市
内

工
区
の
さ
ら
な
る
事
業
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
伊
万
里
港
に
つ
い

て
は
、
大
型
化
す
る
コ
ン
テ
ナ
船

へ
の
対
応
と
し
て
水
深
13
メ
ー
ト

ル
岸
壁
の
整
備
が
平
成
24
年
度
完

成
に
向
け
国
の
直
轄
事
業
で
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
ガ
ン
ト
リ
ー

ク
レ
ー
ン
の
早
期
設
置
に
つ
い

て
、
佐
賀
県
に
対
し
働
き
か
け
を

強
化
す
る
な
ど
、
成
長
著
し
い
東

ア
ジ
ア
に
向
け
た
国
際
物
流
港
と

し
て
の
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す
。

 

主
要
な
施
策

  

安
心
と
安
全
の
確
保

  

産
業
振
興
と
都
市
基
盤
整
備

  

将
来
に
向
け
た
ひ
と
づ
く
り
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●
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業     

　
　
63
万
円

　
複
雑
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
福
祉
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
次

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

　
財
源
　
市
63
万
円              

▼
福
祉
課

●
高
齢
者
福
祉
計
画
策
定
事
業

１
１
５
万
円

　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
整
合
を

図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
福
祉
施
策
の
事
業

量
の
目
標
設
定
な
ど
を
内
容
と
す
る
第
２

次
高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

　
財
源
　
市
１
１
５
万
円   

▼
長
寿
社
会
課

●
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
　
　
２
８
９
万
円

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
お
よ
び
各
町
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
県
58
万
円
　
市
２
３
１
万
円

　
　
　
▼
長
寿
社
会
課

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業
　
　

　
　
　
　
　
　
　
１
１
４
８
万
円

　
高
齢
者
の
就
業
促
進
に
取
り
組
む
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
支
援
を
行

い
ま
す

　
財
源
　
市
１
１
４
８
万
円  

▼
長
寿
社
会
課

●
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
策
定
事
業

68
万
円

　
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
し
、

総
合
的
な
障
害
者
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、
第
２
次
障
害
者
計
画
お
よ
び
第
３
期

障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

　
財
源
　
市
68
万
円              

▼
福
祉
課

●
中
核
的
病
院
整
備
推
進
事
業

６
億
３
７
９
１
万
円

　
西
部
保
健
医
療
圏
（
伊
万
里
市
、
有
田
町
）

の
中
核
と
な
る
新
統
合
病
院
を
整
備
す
る

た
め
、
伊
万
里
・
有
田
地
区
医
療
福
祉
組

合
へ
負
担
金
を
支
出
し
ま
す

　
財
源
　
市
債
４
億
４
８
４
０
万
円
　
市
１
億

　
８
９
５
１
万
円
▼
公
的
病
院
統
合
推
進
室

●
休
日
・
夜
間
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
新

築
事
業
　
　
　
　
　
　
　
７
６
０
０
万
円

　
施
設
の
老
朽
化
と
駐
車
場
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
休
日
・
夜
間
急
患
医
療

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
県
西
部
地
域
医
療

再
生
計
画
基
金
を
活
用
し
、
施
設
の
新
築

移
転
を
行
い
、
設
備
の
充
実
と
利
用
者
の

利
便
性
の
確
保
を
図
り
ま
す

　
財
源
　
県
７
６
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　   
▼
健
康
づ
く
り
課

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
改
定

に
取
り
組
み
、
介
護
予
防
を
効
果
的
に
進
め
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
障
害
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

介
護
給
付
や
職
業
訓
練
な
ど
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
ほ

か
、
障
害
者
支
援
の
指
針
と
な
る
障
害
者
計
画
お
よ
び
障
害
福
祉
計
画

の
改
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
な
ど
子
育
て

家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
病
後
児
保
育
を
は
じ

め
保
育
所
に
お
け
る
一
時
預
か
り
や
延
長
保
育
な
ど
、
多
様
な
保
育
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
牧
島
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
を
整
備
す
る
な
ど
、
保
護

者
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

1まちづくりの目標

開院に向け着々と建設が進む新統合病院

新

新
新

新

伊万里市老人クラブ連合会が主催するシルバー体育祭

安心で健やかな暮らしづくり
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●
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

７
億
２
１
１
６
万
円

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
障

害
者
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
支
援
な
ど
を
行
い
、
障

害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す

　
財
源
　
国
３
億
５
９
７
９
万
円
　
県
１
億

　
７
９
８
９
万
円
　
市
１
億
８
１
４
８
万
円

　
▼
福
祉
課

●
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

　
　
　 

　 

　
　
　
　
１
５
４
７
万
円

　
障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
な
ど
を
促
進

す
る
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
相

談
、
援
助
や
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
う
障

害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す

　
財
源
　
国
３
８
９
万
円
　
県
１
９
５
万
円

　
諸
収
入
３
１
２
万
円
　
市
６
５
１
万
円

　
　
▼
福
祉
課

●
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
13
億
７
９
９
１
万
円

　
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
観
点

か
ら
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
対
象

に
子
ど
も
手
当
を
支
給
し
ま
す

　
財
源
　
国
11
億
１
５
２
万
円
　
県
１
億

　
３
７
７
９
万
円
　
市
１
億
４
０
６
０
万
円

　
　
　
▼
福
祉
課

●
医
療
費
助
成
事
業   

２
億
３
９
３
６
万
円

　
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
重
度
心
身
障
害
者
、
乳
幼
児
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
に
対
し
、
医
療
費
を
助
成

し
ま
す

　
財
源
　
県
１
億
１
１
７
９
万
円
　
諸
収
入

72
万
円
　
市
１
億
２
６
８
５
万
円

　
▼
福
祉
課

●
病
後
児
保
育
事
業
　
　
　
　
４
５
０
万
円

　
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
病
気
回
復
期

の
子
ど
も
を
自
宅
で
保
育
で
き
な
い
場
合

に
、
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
り
安
心
し

て
就
労
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
運
営
委
託

を
行
い
ま
す

　
財
源
　
県
１
６
０
万
円
　
市
２
９
０
万
円

▼
福
祉
課

●
一
時
預
か
り
事
業
　
　
　
　
２
０
０
万
円

　
保
育
園
児
で
な
い
在
宅
の
乳
幼
児
を
、
一

時
的
に
保
育
所
に
お
い
て
保
育
す
る
私
立

保
育
園
を
支
援
し
ま
す

　
財
源
　
国
１
０
０
万
円
　
市
１
０
０
万
円

▼
福
祉
課

●
延
長
保
育
促
進
事
業
　
　   
４
０
８
万
円

　
保
護
者
の
就
労
時
間
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
開
所
時
間
（
11
時
間
）
を
30
分
延
長

す
る
保
育
園
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
県
２
７
２
万
円
　
市
１
３
６
万
円

　
▼
福
祉
課

●
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
６
２
８
４
万
円

　
就
労
な
ど
に
よ
り
、
昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
の
児
童
に
対

し
、
安
全
な
生
活
の
場
や
遊
び
の
場
を
提

供
し
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す

　
財
源
　
使
用
料
２
１
４
６
万
円
　
県

２
５
２
７
万
円
　
諸
収
入
44
万
円
　
市

１
５
６
７
万
円
　
　
　
　
▼
教
育
総
務
課

●
予
防
接
種
事
業
　
　
１
億
３
８
５
３
万
円

　
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
小
児
な
ど
へ
の
各
種
予
防
接
種
や
高

齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す

　
財
源
　
県
２
７
１
３
万
円
　
市
１
億
１
１
４
０

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
▼
健
康
づ
く
り
課

●
４
か
月
児
訪
問
事
業
　
　
　
　
　
28
万
円

　
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る
家
庭
を

対
象
に
訪
問
活
動
を
行
い
、
育
児
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
へ
の
対
応
、
子
育
て
に
関

す
る
情
報
の
提
供
、
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
な
ど
の
育
児
支
援
に
努
め
ま
す

　
財
源
　
国
14
万
円
　
市
14
万
円

　
　
　
　
　
　
　
▼
健
康
づ
く
り
課

●
妊
婦
乳
児
健
康
診
査
事
業　

５
１
２
８
万
円

　
乳
幼
児
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
よ

う
健
康
診
査
を
行
う
と
と
も
に
、
妊
婦
の

健
康
管
理
の
充
実
と
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
で
き
る

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
公
費
負
担
に
よ

り
実
施
し
ま
す

　
財
源
　
県
１
７
２
７
万
円
　
市
３
４
０
１

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
▼
健
康
づ
く
り
課

●
健
康
増
進
事
業
　
　
　
　
３
４
７
０
万
円

　
市
民
の
健
康
保
持
を
目
的
に
、各
種
健
（
検
）

診
、
健
康
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す

　
財
源
　
国
３
９
８
万
円
　
県
１
３
１
万
円

　
諸
収
入
５
８
９
万
円
　
市
２
３
５
２
万
円

▼
健
康
づ
く
り
課

●
婚
活
応
援
推
進
事
業
　
　
　
６
６
５
万
円

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
結
婚
活
動

へ
の
相
談
な
ど
に
あ
た
る
結
婚
支
援
相
談

員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
県
の
安
心
子

ど
も
基
金
特
別
対
策
事
業
を
活
用
し
、
出

会
い
の
場
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
提
供

す
る
協
議
会
へ
事
業
委
託
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
県
５
２
７
万
円
　
市
１
３
８
万
円
　

　
　  

▼
婚
活
応
援
課

平成23年度 主な施策と予算

赤ちゃんの人形を使って、
入浴の練習をする若い夫婦

１歳６か月健診で行う歯の検査

１ 安心で健やかな暮らしづくり 
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●
小
学
校
建
設
事
業
　
　
　
３
７
２
９
万
円

　
平
成
21
年
度
に
行
っ
た
耐
震
診
断
の
結

果
、
二
里
小
学
校
（
教
室
棟
）
に
つ
い
て

は
改
築
の
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
次

計
画
に
基
づ
き
校
舎
の
基
本
設
計
と
地
質

調
査
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
３
７
２
９
万
円 

▼
教
育
総
務
課

●
小
・
中
学
校
耐
震
化
事
業 

１
１
０
０
万
円

　
平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
化
優

先
度
調
査
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す

　
財
源
　
国
３
０
７
万
円
　
市
７
９
３
万
円 

 

▼
教
育
総
務
課

●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業

　
２
９
８
万
円

　
教
育
相
談
の
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を

持
つ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
小
学

校
に
配
置
し
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
子

ど
も
や
保
護
者
が
抱
え
る
悩
み
に
つ
い

て
、
適
切
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し

ま
す

　
財
源
　
県
99
万
円
　
市
１
９
９
万
円
　
　

　
　
　
　
　
　
　
▼
学
校
教
育
課

●
特
別
支
援
児
童
生
徒
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
６
８
３
万
円

　
小
中
学
校
に
お
い
て
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

や
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、

肢
体
不
自
由
な
ど
の
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
臨
時
雇
職
員
を

配
置
し
、
学
習
・
生
活
支
援
を
行
い
自
立

を
支
援
し
ま
す

　
財
源
　
市
６
８
３
万
円   

▼
学
校
教
育
課

●
学
力
向
上
対
策
推
進
事
業      

  

70
万
円

　
小
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る
市

独
自
の
漢
字
検
定
、
中
学
１
年
生
を
対
象

と
し
た
新
入
生
共
通
テ
ス
ト
な
ど
を
実
施

し
、
実
態
の
把
握
・
分
析
、
指
導
方
法
の

改
善
を
行
い
、
き
め
細
や
か
な
指
導
の
充

実
を
図
り
ま
す

　
財
源
　
市
70
万
円
　
　
　
▼
学
校
教
育
課

●
特
色
あ
る
学
校
創
造
事
業
　
２
４
８
万
円

　
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や
豊
か
な
心
の
育

成
を
図
る
た
め
、
各
学
校
が
学
校
や
地
域

の
実
態
に
応
じ
て
事
業
を
企
画
立
案
し
、

特
色
や
魅
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す

　
財
源
　
市
２
４
８
万
円
　
▼
学
校
教
育
課

　
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
を
学
ぶ
伊
万
里
学
を
進
め
、
地
域
を
担
う
人
材

の
育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
市
民
図
書
館
の
図
書
資
料
の
充
実
と
と
も
に

家
読
の
浸
透
を
図
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
年
齢

層
に
応
じ
た
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
新
た
な
教

育
課
程
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
心
身
に
不
安
を
抱
え
る

児
童
や
保
護
者
な
ど
を
支
援
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
は
じ
め

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
学

習
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
、
国
見
台
庭
球
場
の
拡
張

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、

体
育
指
導
委
員
な
ど
地
域
に
お
け
る
指
導
者
の
育
成
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
の
開
催
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　
一
流
の
音
楽
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
世
界
的
に
有
名
な

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
ほ
か
、
文
化
連
盟
な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
伊
万
里
市
文
化

祭
や
市
民
音
楽
祭
な
ど
文
化
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

創造的で心豊かなひとづくり 2まちづくりの目標

総合学習の時間に焼き物の絵付けに挑戦する児童たち

市民図書館で楽しそうに絵本を選ぶ親子
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●
外
国
青
年
招
致
事
業
　
　
　
６
２
４
万
円

　
市
内
の
小
中
学
校
へ
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
派
遣
し
、
英
語
教
育
や
授

業
の
補
助
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
外
国

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

国
際
感
覚
を
養
い
ま
す

　
財
源
　
諸
収
入
４
万
円
　
市
６
２
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
学
校
教
育
課

●
青
少
年
相
談
・
補
導
活
動
事
業
　
　
　
　

１
７
７
万
円

　
い
じ
め
・
不
登
校
・
非
行
な
ど
の
問
題
行

動
が
増
加
す
る
中
で
、
子
ど
も
や
家
庭
が

か
か
え
る
悩
み
な
ど
を
相
談
で
き
る
体
制

や
環
境
を
確
立
し
、
問
題
の
早
期
解
決
に

努
め
ま
す

　
財
源
　
財
産
収
入
２
万
円
　
市
１
７
５
万
円

　
　
▼
生
涯
学
習
課

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

　
　
１
０
７
万
円

　
安
全
で
安
心
な
子
ど
も
の
活
動
拠
点
（
居

場
所
）
を
設
け
、
地
域
の
人
た
ち
の
参
画

を
得
て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
地
域

住
民
と
の
交
流
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す

　
財
源
　
県
71
万
円
　
市
36
万
円
　

▼
生
涯
学
習
課

●
伊
万
里
塾
推
進
事
業
　
　
　
　
　
70
万
円

　
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
風
土
、
自
然
な
ど

の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
や
課
題
な
ど
を

踏
ま
え
た
生
涯
学
習
を
各
種
団
体
と
連
携

し
、
各
町
公
民
館
を
拠
点
に
独
自
の
講
座

な
ど
を
開
催
し
ま
す

　
財
源
　
市
70
万
円
　
　
　
▼
生
涯
学
習
課

●
家
読
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
17
万
円

　
読
書
を
通
し
た
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
、
家
読
推
進
講

演
会
や
出
前
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
家
庭

や
地
域
、
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
家
読
の

推
進
、
拡
大
を
図
り
ま
す

　
財
源
　
市
17
万
円         

▼
市
民
図
書
館

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
　
　
　
　
35
万
円

　
生
後
３
か
月
を
迎
え
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
保
護
者
に
対
し
、
３
か
月
健
診
時
に

絵
本
を
配
付
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
働
で
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
す

　
財
源
　
繰
入
金
35
万
円   

▼
市
民
図
書
館

●
国
見
台
体
育
施
設
改
修
事
業
　５０
７
０
万
円

　
国
見
台
庭
球
場
に
つ
い
て
、 

平
成
23
年
度

か
ら
２
か
年
の
継
続
費
を
設
定
し
、
改
修

工
事
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
国
２
５
０
０
万
円
　
市
債
２
４
７
０

　
万
円
　
市
１
０
０
万
円   

▼
体
育
保
健
課

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催
事
業
　
30
万
円

　
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
『
歩
き
た
く

な
る
街
伊
万
里
ウ
オ
ー
ク
』
を
開
催
し
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
全
国
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ
ァ
ン
へ
呼

び
か
け
、
伊
万
里
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

　
財
源
　
市
30
万
円
　
　
　
▼
体
育
保
健
課

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
支
援
事
業
　
３
６
９
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市
体
育

協
会
な
ど
に
対
す
る
各
種
補
助
を
行
い

ま
す

　
財
源
　
市
３
６
９
万
円
　
▼
体
育
保
健
課

●
市
民
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
　
２
４
９
万
円

　
著
名
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ジ
ャ
ズ

演
奏
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
、
市
民

の
文
化
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す

　
財
源
　
諸
収
入
２
３
７
万
円
　
市
12
万
円 

 

▼
市
民
セ
ン
タ
ー

●
カ
ブ
ト
ガ
ニ
保
護
事
業
（
カ
ブ
ト
ガ
ニ
展

示
館
運
営
費
補
助
金
）　  

　
２
０
０
万
円

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
地
元
保
護
団
体
が
取
り
組

む
『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
展
示
館
』
の
運
営
に
対

し
補
助
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
２
０
０
万
円
　
▼
生
涯
学
習
課

平成23年度 主な施策と予算

　

カブトガニの生態などについて説明を聞く子どもたち

体育指導委員の皆さんが中心になって行うラジオ体操会

ブックスタートの絵本の読み聞かせで赤ちゃんも大満足

２ 創造的で心豊かなひとづくり 
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●
戸
別
所
得
補
償
制
度
推
進
事
業

　
　
　 

２
０
７
万
円

　
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
円
滑
に
推
進
す
る

た
め
、
生
産
組
合
の
推
進
経
費
を
支
援
し

ま
す

　
財
源
　
市
２
０
７
万
円
　
▼
農
業
振
興
課

●
米
・
麦
・
大
豆
競
争
力
強
化
対
策
事
業

　
７
１
７
万
円

　
競
争
力
が
あ
り
売
れ
る
米
・
麦
・
大
豆
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
水
田
農
業
の
担

い
手
自
ら
が
将
来
の
経
営
発
展
に
向
け
て

策
定
し
た
効
率
的
生
産
確
立
計
画
の
実
現

に
必
要
な
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

　
財
源
　
県
５
５
２
万
円
　
市
１
６
５
万
円

▼
農
業
振
興
課

●
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策
事
業

　
72
万
円

　
昨
年
度
ま
で
営
農
活
動
支
援
に
係
る
交
付

金
を
受
け
て
い
た
農
業
者
グ
ル
ー
プ
が
行

う
、
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
を
５
割

以
上
低
減
す
る
取
り
組
み
に
対
し
て
、
面

積
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
県
３
万
円
　
市
69
万
円

▼
農
業
振
興
課

●
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
（
共
同

活
動
支
援
）
事
業
　
　
　
１
５
９
７
万
円

　
農
村
地
域
の
適
切
な
地
域
活
動
の
継
続
に

よ
り
、
農
地
、
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
や

農
村
環
境
が
将
来
に
わ
た
り
良
好
な
状
態

で
保
全
管
理
さ
れ
、
そ
の
質
的
な
向
上
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
の
共
同
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
県
49
万
円
　
市
１
５
４
８
万
円

　
　
　
　
▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

　
　
　 

　 

１
億
８
５
４
８
万
円

　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
条
件
の

是
正
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、
水
源

か
ん
養
、
洪
水
防
止
な
ど
の
多
面
的
機
能

の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
交
付
金
を
交

付
し
ま
す

　
財
源
　
県
１
億
３
９
５
４
万
円
　
市

４
５
９
４
万
円         

  

▼
農
業
振
興
課

●
小
規
模
土
地
改
良
事
業
　   

５
０
０
万
円

　
国
、
県
の
採
択
基
準
に
満
た
な
い
農
道
舗

装
、
水
路
改
良
な
ど
の
小
規
模
な
土
地
改

良
事
業
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
５
０
０
万
円
　
▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
強
い
園
芸
農
業
確
立
対
策
事
業

　
　
　 

２
６
３
７
万
円

　
園
芸
農
業
の
振
興
の
た
め
に
、
２
戸
以
上

の
農
業
者
で
構
成
す
る
営
農
集
団
な
ど
が

行
う
機
械
・
施
設
な
ど
の
整
備
に
対
し
支

援
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
県
２
０
２
８
万
円
　
市
６
０
９
万

円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
農
業
振
興
課

●
伊
万
里
牛
Ｐ
Ｒ
事
業
　
　
　
　
　
96
万
円

　
伊
万
里
牛
を
全
国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

を
目
的
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
96
万
円
　
　
　
▼
伊
万
里
牛
課

新

活気あふれる産業づくり
3まちづくりの目標

　
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
本
格
実
施
に
伴
い
、
麦
や
大
豆
な
ど
の

戦
略
作
物
の
作
付
を
促
し
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
農
薬

な
ど
を
低
減
す
る
農
業
者
の
支
援
に
努
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
安
全
な

農
作
物
の
生
産
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
農

地
や
農
道
な
ど
の
維
持
管
理
に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
国
や
県
の
採
択

基
準
に
満
た
な
い
小
規
模
な
農
業
用
施
設
な
ど
の
改
良
を
支
援
し
ま
す
。

　
伊
万
里
旨
い
も
の
収
穫
祭
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
列
車
な
ど
伊
万
里
牛
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
都
市
住
民
と
の
交
流
や
伊
万
里

牛
の
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
収
益
が
生
産
費
を
下
回
っ
た

場
合
に
補
て
ん
す
る
た
め
の
生
産
者
積
立
金
や
死
亡
獣
畜
の
搬
送
処
理

に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る
な
ど
、
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

　
県
の
基
金
事
業
の
活
用
に
よ
り
教
育
や
福
祉
、
観
光
分
野
な
ど
に
お

い
て
雇
用
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
本
年
１
月
に
設
置
し
た
就
活
支
援

室
に
お
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工
会
議
所
、
高
校
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
学
生
な
ど
の
就
職
活
動
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
や
周
辺
自
治
体
と
一
体
と
な
っ
て
観
光
ツ

ア
ー
の
開
発
や
情
報
発
信
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
い
ま
り
秋
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

出荷に向け丁寧に梨を選果する関係者の皆さん
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●
伊
万
里
牛
肥
育
経
営
安
定
対
策
事
業

　
３
２
４
万
円

　
配
合
飼
料
の
価
格
高
騰
や
畜
産
物
価
格
の

低
迷
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る

畜
産
農
家
の
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、
国

が
実
施
し
て
い
る
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

特
別
対
策
事
業
の
生
産
者
積
立
金
の
一
部

を
補
助
し
、
畜
産
経
営
の
安
定
と
伊
万
里

牛
の
生
産
振
興
を
図
り
ま
す

　
財
源
　
市
３
２
４
万
円
　
▼
伊
万
里
牛
課

●
林
道
整
備
事
業
　
　 

　 

　
３
４
７
万
円

　
県
代
行
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

林
道
の
境
界
杭
設
置
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
林
道
整
備
に
必
要
な
用
地
を
購
入
し

ま
す

　
財
源
　
市
債
１
２
０
万
円
　
市
２
２
７
万

円
　
　
　
　
　
　
　
▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

　
　
　 

　 

４
０
２
２
万
円

　
森
林
の
間
伐
や
作
業
道
整
備
に
対
し
補

助
を
行
う
と
と
も
に
、
間
伐
材
な
ど
の
地

域
木
材
を
活
用
し
整
備
す
る
木
造
施
設

の
建
設
に
対
し
支
援
を
行
い
、
森
林
整
備

の
促
進
や
林
業
経
営
の
安
定
、
再
生
を
図

り
ま
す

　
財
源
　
県
４
０
１
８
万
円
　
市
４
万
円
　

　
　
　
▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
沿
岸
漁
業
振
興
特
別
対
策
事
業   

99
万
円

　
波
多
津
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
ア
カ

ガ
イ
養
殖
施
設
整
備
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

　
財
源
　
県
49
万
円
　
市
50
万
円

▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

　
　
　 

　 

８
１
６
万
円

　
雇
用
情
勢
の
悪
化
を
受
け
、
県
の
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
雇

用
機
会
の
創
出
を
図
り
ま
す

　
財
源
　
県
８
１
６
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

　
　
　 

１
億
３
３
３
５
万
円

　
雇
用
情
勢
の
悪
化
を
受
け
、
県
の
緊
急
雇

用
創
出
基
金
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
雇

用
機
会
の
創
出
を
図
り
ま
す

　
財
源
　
県
１
億
３
３
３
５
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
企
業
等
経
営
安
定
化
支
援
事
業
（
中
小
企

業
振
興
資
金
預
託
金
）

２
億
３
０
０
０
万
円

　
中
小
企
業
の
資
金
調
達
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
原
資
を
金
融
機
関
へ
預
託
し
ま
す

　
財
源
　
諸
収
入
２
億
３
０
０
０
万
円
　
　

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
企
業
訪
問
等
立
地
勧
奨
事
業

１
０
３
万
円

　
優
良
企
業
の
誘
致
を
実
現
す
る
た
め
、
豊

富
で
良
質
な
労
働
力
や
東
ア
ジ
ア
地
域
に

至
近
な
地
理
的
優
位
性
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
な
ど
、
企
業
訪
問
を
中
心
と
し
て
立

地
勧
奨
を
展
開
し
ま
す

　
財
源
　
使
用
料
１
０
３
万
円

　
　
▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
観
光
総
務
事
業
（
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
周
遊

観
光
協
議
会
負
担
金    

）         

20
万
円

　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
と
周
辺
自
治
体
が
連

携
し
て
周
遊
観
光
を
活
性
化
す
る
た
め
、

協
議
会
を
設
置
し
集
客
力
の
向
上
を
図

り
ま
す

　
財
源
　
市
20
万
円
　
　
　
　
　
▼
観
光
課

●
い
ま
り
秋
祭
り
事
業
　
　
　
１
５
６
万
円

　『
い
ま
り
秋
祭
り
』
を
運
営
す
る
振
興
会

に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
１
５
６
万
円
　
　
　
▼
観
光
課

●
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
事
業
　
　
１
４
５
万
円

　
伊
万
里
の
夏
祭
り
と
し
て
定
着
し
て
い
る

『
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
』
の
実
施
に
対
し
支

援
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
１
４
５
万
円
　
　
　
▼
観
光
課

新

●
伊
万
里
市
観
光
協
会
事
業   

３
３
３
万
円

　
伊
万
里
市
の
観
光
情
報
の
発
信
や
案
内
な

ど
を
行
う
、
伊
万
里
市
観
光
協
会
に
対
し

支
援
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
３
３
３
万
円
　
　
　
　
▼
観
光
課

●
伊
万
里
・
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

１
２
５
万
円

　
平
成
21
年
度
か
ら
開
始
し
た
香
港
に
輸
出

実
績
の
あ
る
商
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
民

間
主
導
に
よ
る
『
伊
万
里
梨
・
ぶ
ど
う
』

の
輸
出
が
実
を
結
ん
で
き
て
お
り
、
平
成

23
年
度
は
、
当
該
事
業
の
仕
上
げ
の
年
と

と
ら
え
、
民
間
主
導
に
よ
る
商
流
の
構
築

と
定
着
化
を
図
り
ま
す

　
財
源
　
市
１
２
５
万
円
　
▼
開
発
推
進
課

平成23年度 主な施策と予算

愛情たっぷりに育てられている伊万里牛

伊万里の夏の風物詩・どっちゃん祭りに華を添える女みこし

新

３ 活気あふれる産業づくり 
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●
住
み
た
い
ま
ち
伊
万
里
・
行
き
た
い
ま
ち

伊
万
里
推
進
事
業
　
　
　  

２
７
２
万
円

　
伊
万
里
市
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

市
内
に
土
地
と
家
屋
を
取
得
し
た
転
入
者

に
対
し
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

　
財
源
　
市
２
７
２
万
円
　
▼
企
画
政
策
課

●
浦
ノ
崎
地
区
開
発
構
想
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
95
万
円

　
山
代
町
浦
ノ
崎
地
区
に
お
い
て
、
県
が

整
備
し
て
い
る
廃
棄
物
処
理
用
地
の
将

来
的
な
活
用
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
港

湾
整
備
に
関
す
る
開
発
構
想
を
策
定
し

ま
す

　
財
源
　
市
95
万
円
　
　
　
▼
企
画
政
策
課

●
港
湾
一
般
管
理
事
業
　
　
　
４
３
２
万
円

　
伊
万
里
港
振
興
の
た
め
、
大
型
船
が
接
岸

で
き
る
マ
イ
ナ
ス
13
ｍ
岸
壁
の
整
備
促
進

や
伊
万
里
港
湾
区
域
内
の
樋
門
の
管
理
な

ど
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
県
２
４
５
万
円
　
市
１
８
７
万
円

▼
国
道
港
湾
対
策
課

●
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業（
大
坪
木
須
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
２
１
万
円

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

県
道
黒
川
松
島
線
バ
イ
パ
ス
に
接
続
す
る

た
め
の
整
備
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
国
８
２
５
万
円
　
市
債
６
７
０
万

円
　
市
26
万
円
　
　
　
　
▼
都
市
開
発
課

●
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業（
陣
内
白
野
線
）

　
　
　
　
　
　
　
９
６
３
３
万
円

　　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

国
道
２
０
２
号
に
接
続
す
る
２
工
区
に
つ

い
て
の
整
備
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
国
５
２
２
５
万
円
　
市
債
４
２
７
０

　
万
円
　
市
１
３
８
万
円
　
▼
都
市
開
発
課

●
道
路
維
持
事
業
　
　
　
　
５
０
７
８
万
円

　
市
内
全
域
の
市
道
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
諸
収
入
９
万
円
　
市
５
０
６
９
万

円     

　   

　  

　
　          

▼
建
設
課

●
市
道
整
備
事
業
　
　
　
　
２
２
７
５
万
円

　
市
民
生
活
に
身
近
な
市
道
に
つ
い
て
、
歩

道
の
拡
幅
や
段
差
解
消
な
ど
安
全
の
確
保
に

努
め
ま
す

　
財
源
　
市
債
１
２
３
０
万
円
　
市
１
０
４
５

　
万
円                            

▼
建
設
課

安全で快適な地域づくり 4まちづくりの目標

　
市
街
地
に
お
け
る
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
道
路
陣

内
白
野
線
の
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
む
ほ
か
、
市
道
の
危
険
個
所
の

早
期
発
見
や
補
修
に
努
め
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
と
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
め
ざ
し
、
老
朽
化
し
た

環
境
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
ほ
か
、
新
た
に
使
用
済

み
蛍
光
管
を
分
別
回
収
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
資
源
ご
み
の

回
収
を
支
援
す
る
な
ど
、
市
民
の
自
主
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

　
火
災
か
ら
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
は
し
ご
車
を
分
解
整

備
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
自
然
災
害
時
に
も
対
応
が
可
能
な
指
令
車

を
導
入
す
る
な
ど
、
消
防
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
農
地
や
家
屋
な
ど
へ
の
浸
水
被

害
を
防
止
す
る
た
め
煤
屋
川
の
改
修
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
急
傾
斜

地
や
が
け
地
の
崩
壊
の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
な
ど
歩

道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
は
じ
め
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
交
通
安
全

施
設
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
の
啓
発
活
動
を
行
う
ほ
か
、
今
後
５
年
間
の
交
通
安
全
施
策
の
指
針

と
な
る
交
通
安
全
計
画
の
改
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

３月に一部開通した都市計画道路・大坪木須線

新

地域の美化活動に取り組む子どもたち
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●
道
路
整
備
総
合
交
付
金
事
業

   

２
５
３
５
万
円

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

市
道
重
橋
・
中
山
線
、
市
道
天
神
・
浦
川

内
線
の
改
良
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
国
１
３
７
５
万
円
　
市
債
１
１
２
０

　
万
円
　
市
40
万
円
　
　 

　
　
　
▼
建
設
課

●
浸
水
対
策
事
業
　
　
　
　
３
０
５
５
万
円

　
松
島
搦
地
区
は
、
伊
万
里
湾
の
満
潮
時
と

豪
雨
が
重
な
る
と
き
は
道
路
な
ど
が
浸
水

し
て
い
る
た
め
、
雨
水
渠き

ょ

や
排
水
ポ
ン
プ

な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
国
１
５
０
０
万
円
　
市
債
１
５
２
０

　
万
円
　
市
35
万
円            

▼
下
水
道
課

●
路
線
バ
ス
運
行
事
業
　
　
２
１
４
０
万
円

　
い
ま
り
ん
バ
ス
の
運
行
や
周
辺
部
に
お
け

る
巡
回
バ
ス
の
実
証
実
験
に
引
き
続
き
取

り
組
む
と
と
も
に
、
東
山
代
元
気
バ
ス
の

運
営
を
支
援
す
る
な
ど
、
市
民
の
移
動
手

段
を
確
保
し
ま
す

　
財
源
　
市
２
１
４
０
万
円

　
▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
公
共
交
通
支
援
事
業
（
松
浦
鉄
道
施
設
整

備
事
業
費
補
助
金
）　
　  

１
９
３
５
万
円

　
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
松
浦
鉄
道
の
設
備

更
新
な
ど
の
経
営
強
化
に
対
し
支
援
を
行

い
ま
す

　
財
源
　
市
１
９
３
５
万
円

　
▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
【
水
道
事
業
特

別
会
計
】　
　
　
　  

９
億
５
６
６
１
万
円

　
第
９
次
拡
張
事
業
に
お
け
る
簡
易
水
道
統

合
整
備
事
業
と
し
て
、
浄
水
施
設
の
整
備

や
配
水
池
の
築
造
を
行
う
と
と
も
に
、
松

浦
川
取
水
場
の
整
備
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
負
担
金
１
０
７
４
万
円
　
国
１
億

　
９
６
２
０
万
円
　
出
資
債
４
８
０
３
万
円

留
保
資
金
７
億
１
６
４
万
円  

▼
工
務
課

●
浦
ノ
崎
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事
業
【
水
道

事
業
特
別
会
計
】　  

１
億
２
３
１
０
万
円

　
山
代
町
野
々
頭
地
区
へ
給
水
区
域
を
拡
張

す
る
た
め
、
配
水
池
を
築
造
す
る
と
と
も

に
、
送
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
国
３
７
２
０
万
円
　
留
保
資
金

８
５
９
０
万
円
　
　
　 

　
　  

▼
工
務
課

●
井
手
口
川
ダ
ム
建
設
促
進
事
業
（
周
辺
整

備
工
事
）                     

２
５
８
６
万
円

　
平
成
９
年
度
か
ら
県
事
業
と
し
て
進
め
て

新

平成23年度 主な施策と予算

い
る
井
手
口
川
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
平
成

23
年
度
で
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
ダ
ム

周
辺
地
域
の
振
興
策
と
し
て
ダ
ム
周
辺
整

備
工
事
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
諸
収
入
１
１
１
４
万
円
　
市
１
４
７
２

　
万
円                        

▼
開
発
推
進
課

●
伊
万
里
駅
前
修
景
事
業
　
　
１
０
０
万
円

　
伊
万
里
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
附
を

受
け
積
み
立
て
た
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
活

用
し
、
伊
万
里
駅
前
に
『
焼
き
物
の
里
伊

万
里
』
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
設
置
す
る
た
め
、
そ
の
台
座
を
作
成
し

ま
す

　
財
源
　
繰
入
金
１
０
０
万
円
　
▼
建
設
課

●
住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修
等
事
業

　
２
２
８
万
円

　
平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
公
共
施
設
の
耐

震
化
優
先
度
調
査
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を

行
う
と
と
も
に
、一
般
住
宅
に
つ
い
て
も
、

耐
震
診
断
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す

　
財
源
　
国
40
万
円
　
県
１
万
円
　
市
１
８
７

　
万
円                          

 

▼
建
設
課

●
市
営
住
宅
管
理
運
営
事
業
　
５
５
７
万
円

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
が
、
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
施
設
の
管

理
運
営
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
使
用
料
２
９
７
万
円
　
諸
収
入

２
６
０
万
円
　
　
　
　
　
　
　
▼
建
設
課

●
都
市
公
園
管
理
事
業
　
　
３
７
７
２
万
円

　
都
市
公
園
の
清
掃
、
樹
木
な
ど
の
剪
定
・

防
除
、
遊
具
の
点
検
な
ど
の
維
持
管
理
を

行
い
ま
す

　
財
源
　
使
用
料
16
万
円
　
諸
収
入
７
万
円

市
３
７
４
９
万
円
　
　
　
▼
都
市
開
発
課

●
公
共
下
水
道
事
業
【
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
】　
　     

　
20
億
５
８
０
２
万
円

　
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
し
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
整

備
を
推
進
し
ま
す

　
財
源
　
国
７
２
２
４
万
円
　
市
７
億
円

市
債
７
億
９
２
８
０
万
円
　
使
用
料
な
ど

４
億
９
２
９
８
万
円
　       

▼
下
水
道
課

●
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
（
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
補
助
金
）  

　  

　
２
９
７
０
万
円

　
浄
化
槽
を
設
置
す
る
世
帯
に
対
し
補
助
を

行
い
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
を
図
り
ま
す

　
財
源
　
国
９
９
０
万
円
　
県
９
９
０
万
円

　
市
９
９
０
万
円
　
　
　
　
　
▼
下
水
道
課 多くの家族連れが訪れる夢みさき公園

市民の皆さんの移動手段として大切な路線バス

新

４ 安全で快適な地域づくり 
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●
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事
業
　
４
３
０
万
円

　
家
屋
な
ど
の
背
後
地
の
急
傾
斜
地
や
崖
地

の
崩
壊
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
工
事
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
分
担
金
１
０
７
万
円
　
県
２
１
５

　
万
円
　
市
１
０
８
万
円
　
▼
土
木
管
理
課

●
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
　
３
０
４
万
円

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
既
存
歩
道

の
段
差
解
消
や
拡
張
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
国
１
６
５
万
円
　
市
債
１
３
０
万

円
　
市
９
万
円  

　
　
　 

　
　
▼
建
設
課

●
防
犯
灯
設
置
費
助
成
事
業
　
１
２
０
万
円

　
各
行
政
区
が
行
う
防
犯
灯
の
設
置
に
対

し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
財
源
　
市
１
２
０
万
円
　
　
　
▼
総
務
課

　　
財
源
　
諸
収
入
３
８
０
万
円
　
市
10
万
円

　
　
　
　
　
▼
消
防
本
部

●
消
防
施
設
整
備
支
援
事
業
　
１
２
０
万
円

　
防
火
水
槽
の
新
設
に
対
し
補
助
を
行
い

ま
す

　
財
源
　
市
１
２
０
万
円      

▼
消
防
本
部

●
消
防
団
施
設
整
備
支
援
事
業   

　
19
万
円

　
ホ
ー
ス
乾
燥
施
設
の
新
設
に
対
し
補
助
を

行
い
ま
す

　
財
源
　
市
19
万
円           

▼
消
防
本
部

●
救
急
救
命
士
養
成
事
業
　
　
２
９
８
万
円

　
救
急
業
務
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
、
高
度
な
救
急
処
置
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
救
急
救
命
士
を
養
成
し
ま
す

　
財
源
　
市
２
９
８
万
円      

▼
消
防
本
部

●
総
合
流
域
防
災
事
業
　
　
５
１
９
３
万
円

　
農
家
や
家
屋
な
ど
へ
の
浸
水
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
煤
屋
川
の
改
修
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
国
１
７
０
０
万
円
　
市
債
２
７
９
０
万

円
　
市
７
０
３
万
円
　
　
▼
土
木
管
理
課

●
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業３

５
７
８
万
円

　
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
に
対
し
経
費

を
負
担
し
、
新
施
設
の
建
設
推
進
を
図
り

ま
す
。
今
年
度
は
、
環
境
影
響
評
価
の
現

地
調
査
に
基
づ
く
、
準
備
書
の
作
成
な
ど

を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
３
５
７
８
万
円
　
　
▼
環
境
課

●
環
境
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
６
４
８
６
万
円

　
一
般
廃
棄
物
を
衛
生
的
か
つ
適
正
に
処
理

す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
焼
却
施
設
を
安

全
に
稼
動
で
き
る
よ
う
に
管
理
運
営
を
行

う
と
と
も
に
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

を
行
い
ま
す

　
財
源
　
諸
収
入
１
７
２
３
万
円
　
市
２
億

　
４
７
６
３
万
円
　
　
　
　
　
　
▼
環
境
課

●
資
源
ご
み
回
収
奨
励
事
業
　
３
０
６
万
円

　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
や
ご
み
減
量
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
資
源
ご
み
の
回
収
団
体
に

対
し
補
助
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
３
０
６
万
円
　
　
　
▼
環
境
課

●
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合
事
業

２
億
８
３
４
７
万
円

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合
が
行
う
し

尿
処
理
や
火
葬
場
事
業
な
ど
に
対
し
、
そ

の
運
営
経
費
を
負
担
し
ま
す

　
財
源
　
市
２
億
８
３
４
７
万
円 

▼
環
境
課

●
消
防
車
両
更
新
整
備
事
業  

２
６
２
５
万
円

　
高
層
建
築
物
に
お
け
る
消
火
活
動
や
人

命
救
助
を
行
う
は
し
ご
車
に
つ
い
て
、
安

全
基
準
に
基
づ
き
分
解
整
備
（
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
）
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
２
６
２
５
万
円
　
▼
消
防
本
部

●
消
防
資
器
材
整
備
事
業
　
　
５
５
０
万
円

　
消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
指
令

車
や
消
防
ホ
ー
ス
、
防
火
衣
な
ど
の
整
備

を
行
い
ま
す

　
財
源
　
諸
収
入
１
４
０
万
円
　
市
４
１
０

　
万
円                         

▼
消
防
本
部

●
非
常
備
消
防
車
両
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
３
９
０
万
円

　
各
地
区
消
防
団
に
配
備
さ
れ
て
い
る
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
に
つ
い
て
、
老
朽

化
の
た
め
更
新
を
行
い
ま
す

５ ４ 安全で快適な地域づくり 

バザーなどでにぎわうリサイクルフェア会場

伝統産業会館で行われた、はしご車による消防訓練

早めに住宅用火災警報
器を設置しましょう！
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●
地
域
の
元
気
推
進
事
業   

１
０
５
５
万
円

　
自
主
、
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
内
13
地
区
公
民
館
を
単
位
に
策

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
く
実
践

活
動
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
繰
入
金
１
０
５
０
万
円
　
市
５
万

円
　
　
　
▼
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

●
21
世
紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画
支
援
事
業

　
　
　 

87
万
円

　
市
民
自
ら
が
楽
し
い
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
計
画
提
案
し
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

活
動
団
体
な
ど
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
財
産
収
入
30
万
円
　
市
57
万
円

▼
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

●
女
性
自
立
支
援
相
談
事
業    

１
３
３
万
円

　
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
）
相
談

者
の
増
加
に
加
え
、
一
時
保
護
な
ど
相
談

内
容
も
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
、
Ｄ
Ｖ
を
は

じ
め
と
す
る
女
性
に
関
す
る
悩
み
相
談
を

受
け
る
窓
口
を
開
設
し
、
相
談
員
１
名
を

配
置
し
ま
す

　
財
源
　
繰
入
金
１
０
３
万
円
　
市
30
万
円

　
▼
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

●
賦
課
徴
収
事
業
（
固
定
資
産
評
価
適
正
化

事
業
等
委
託
）  

　
　
　
　
４
８
２
２
万
円

　
３
年
に
一
度
の
評
価
替
え
に
伴
う
固
定
資

産
評
価
適
正
化
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
家

屋
の
全
棟
調
査
（
家
屋
評
価
）
事
業
を
継

続
し
て
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
４
８
２
２
万
円
　
　
▼
税
務
課

●
地
籍
調
査
事
業   

　
１
億
６
８
８
１
万
円

　
公
共
財
産
の
保
全
と
と
も
に
、
土
地
に
関

す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
黒
川
町
や

波
多
津
町
の
一
部
の
地
籍
調
査
を
行
い

ま
す

　
財
源
　
手
数
料
22
万
円
　
県
１
億
７
１
０
万

円
　
諸
収
入
54
万
円
　
市
６
０
９
５
万
円

　
　
　
　
▼
地
籍
調
査
課

●
基
幹
業
務
運
営
事
業
（
外
国
人
住
民
に
係

る
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修    

）

１
２
６
２
万
円

　『
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
』
が
平
成
21
年
７
月
に
公
布
さ
れ
、

平
成
24
年
７
月
ま
で
に
外
国
人
住
民
を
適

用
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
ま
す

　
財
源
　
市
１
２
６
２
万
円
　
　
▼
市
民
課

自立と協働のまちづくり ５まちづくりの目標平成23年度 主な施策と予算

　
行
政
運
営
へ
の
市
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
広
報
紙
な
ど
を
用
い

た
的
確
で
迅
速
な
行
政
情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報

を
適
切
に
取
り
扱
う
ほ
か
、情
報
公
開
制
度
の
周
知
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

重
要
な
施
策
な
ど
の
決
定
に
お
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
市
民
の
声
の
市
政
へ
の
反
映
に
努
め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
い
ま
り
」
の
活
動
を
支
援
し
、
市
民
活
動
団
体
の
相
互
連
携
と
活
動
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
拠
点
と
な
る
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
を
促
進
す
る
ほ
か
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
成
す
る
研
修
事

業
へ
市
民
を
派
遣
す
る
な
ど
、
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
を
め
ざ
し
、
行
政
評
価
を
活
用
し
た
新
た

な
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
努
め
る
ほ
か
、
自
立
し
た
行
政
経
営

を
確
立
す
る
た
め
、
地
域
主
権
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
需
要
に
的
確
に
対
応
で
き
る
企
画
立
案
能
力
を
備
え
た
職
員
の
育
成

に
努
め
る
ほ
か
、
行
財
政
改
革
へ
の
積
極
的
か
つ
継
続
的
な
取
り
組
み

を
進
め
、
真
に
必
要
な
施
策
の
推
進
に
財
源
や
人
材
な
ど
限
ら
れ
た
資

源
を
集
中
的
に
投
資
す
る
行
政
経
営
に
努
め
ま
す
。

地域が一体となって取り組んでいる
大川町の『やってみゅ〜だ』　　  　

新

新

男女協働参画行事『パパとパンづくり』の様子
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